
P38 応用地形学図における地形工学的な地形表現に関する研究

③ 低地：荒川下流低地

１．研究の概要 2．応用地形学図作成の流れ

STEP.1  空中写真・旧版地形図等情報収集 STEP.2  現地形標高情報地形画像作成

応用地形学研究部会は、定例活動のひとつとして、山地・丘陵地・低地における応用地形学的なマップ表現法に関する研究を
行ってきた。本研究は、応用地質学的観点から地形情報を有効に活用するために、地形工学的視点に立った地形の分類表記
法および地形表現手法について検討し、その成果を従来の地質図や土木地質図とは異なった地図として視覚的に表現すること
を目指している。本ポスターでは、低地についての試作マップを紹介する。

山地・丘陵地縁辺から十分に距離が離れた低地において考慮すべき地形工学的課題には次のようなものがある。

①河川水および海水による浸水災害
②低地特有の地盤と地下水分布特性による、構造物の基礎としての地盤特性（強度・支持力・土圧）
③環境特性（地盤沈下、地下水、湧水、天然ガス、酸化還元環境、地温）
④地震時の強震動・液状化による災害
⑤人工改変地における問題（圧密変形、有害物質、ガス湧出）

今回の報告では、主に浸水災害と地盤特性に注目したマップの事例として、東京都・埼玉県境の荒川低地を対象として、応用
地形学的な表現を用いて作成したマップを示す。本事例では特に、微地形区分を成因を考慮した地形種の階層性に基づいて
行ったこと、一方、浸水災害に対しては、地形種の名称よりも湛水領域における僅かな標高の違いが被災の程度に決定的に影
響するため、微高地の湛水域底からの比高を表示して、浸水災害に対する脆弱性を評価したことが特徴である。また航空レー
ザ計測によるラスター型の詳細地形データを用いて、面的かつ高度分解能の高い地形表現を行ったことも特徴である。

今後は、さらに地盤情報や大規模人工改変地についての情報を追加し、液状化の危険性についての評価も加えた事例を作
成していきたい。また、津波等の海岸低地における特有の災害や、工学的に配慮する要素を加味したマップの検討も進めたい。
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STEP.3 旧地形区分および地形区分の情報付加

STEP.4  洪水時湛水低所地点の抽出 STEP.5  洪水時湛水低所接谷面作成 STEP.6  現地形と洪水時湛水低所接谷面との標高差分

STEP.7  および STEP.8 応用地形学図および作成地形区分・比高区分・災害特性・表層地盤区分を加味した凡例作成

地形区分・比高区分・災害特性・表層地盤区分を加味した凡例作成

高解像度地形データ

（高密度点群計測によるグリッドサイズ5m
以下の地盤高データ）

洪水時湛水低所地点の抽出

（堀込み水路底を除く、後背低地・後背湿地・水部の代表点）

地形区分・旧地形区分情報を付加した応用地形学図作成

現地形標高情報地形画像作成

（地形区分の識別が可能な地形表現）

現地形標高と洪水時湛水低所接谷面標高との差分算出

洪水時湛水低所接谷面作成

（Kriging等の補間絵を用いたグリッドデータ化）

旧地形区分および地形区分の情報付加

（空中写真・旧版地形図・土地条件図等による地形区分）

空中写真・旧版地形図

（+各種主題図・災害記録等）
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1㎞

旧河川敷（旧堤外地）の範囲 0 2000m

明治前期２万分の１迅速測図（1880～1881）と

航空レーザ測量地形図（2002）の透過合成図

治水地形分類図 「与野」、「赤羽」、「浦和」、「志木」

（国土地理院 昭和52年12月、1977年）

明治前期２万分の１迅速測図から読み取った旧河川敷の範囲

◆航空レーザ計測
による2mDEMから、

低地の微地形の比
高差に焦点を合わ
せた作成した標高
傾斜図

図上で微地形区
分を容易に行うた
め、詳細な標高情
報地形画像を作成
する。

◆旧地形等の情報を付加した地形区分情
報図

現況の地形図からは判読困難な旧地形
を、空中写真・旧版地形図等から読み取り、
地形区分図を作成する。河成低地（蛇行
原）における自然堤防・後背低地・後背湿
地等は、標高情報地形画像の色調表現で
表す。支谷閉塞低地の範囲、流路跡地・
旧水部・旧河川敷の範囲を、2万分の1迅

速測図地形図や治水地形分類図などの
地形区分も参照して把握する。

◆河成低地（蛇行原）における洪水時湛
水範囲基底部からの比高分布図

ブルーの着色範囲が比高1m以下の範

囲。色調の濃度がより高い部分は、洪
水氾濫時の水深が、より大きくなる。

現況の地盤標高と洪水時湛水低所接
谷面との標高差分を算出し、比高分布
図を作成する。河成低地（蛇行原）内に
おいて自然堤防・後背低地・後背湿地
等の洪水時に湛水する範囲の基底から
の比高が表示され、自然堤防・盛土地
などの微高地が表現できる。

既存の洪水予測ハザードマップの想
定水深の表現に似るが、特定の洪水を
想定していないこと、内水氾濫、支谷、
段丘開析谷の氾濫に対する指標にもな
ることなどの相違がある。

◆河成低地（蛇行原）に
おける自然堤防・後背低
地・後背湿地と判別され
る地形区分範囲におい
て抽出した最低標高点
の分布図

洪水氾濫時の浸水危
険性を評価する湛水範
囲比高図を作成するた
め、湛水範囲の基底部
標高代表点を抽出する。
浸水の可能性の高い低
地を選択するが、周囲の
段丘（台地）上の開析谷
も含むものとし、堀込み
水路の流路底部分や堤
外の現河道水部などは
除外する。

◆洪水時に湛水す
る可能性の高い低
所の基底から抽出
した標高点から作
成した接谷面図

洪水時に湛水する
低所の基底を連ね
た仮想地形面を作
成する。低地の浅
い流路および周囲
の段丘（台地）の開
析谷まで含む接谷
面ができる。

◆河成低地（蛇行原）における応用地形学図および凡例

河成低地（蛇行原）における地形区分を「一般低地」「旧河川敷」「河川敷」に分類し、さらに段丘（台地）との位置関係に関
連する「支谷閉塞低地」「谷底堆積低地」の区分を示し、それぞれの災害特性、表層地盤の特性、建設工事における問題点
を示した。さらに洪水氾濫時における湛水範囲基底部からの比高分布を示し浸水災害に対する脆弱性の指標とした。

地形区分は、河成低地における地形の成因と階層性を考慮し、比高区分は低所を低地と微高地に2分するとともに、比高

の数値を色調で可視化した。

◆応用地形学図作成のための基本データ

・航空レーザ計測による高密度点群DEM

・空中写真

・地形図

・旧版地形図

・治水地形分類図・土地条件図等の主題図

・地質図、地質構造図、地盤図

◆参考データ

・各種災害履歴

・既存の洪水ハザードマップなど
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